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6 月 1 日以降に入ってきた新刊書です
・・・・・・・文学書・・・・・・・
◦赤の呪縛　　　　　　　（堂場瞬一）
◦悪魔には悪魔を　   　　(大沢在昌)
◦ＭＲ　　　　　　　　　（久坂部羊）
◦エレジーは流れない　（三浦しをん）
◦神の悪手　　　　　　　　（芦沢央）
◦キネマの天使　　　　　（赤川次郎）
◦曲亭の家　　　　　　　（西條奈加）
◦コロナ時代のパンセ　　　（辺見庸）
◦最高のアフタヌーンティーの作り方
　　　　　　　　　　　　（古内一絵）
◦三人三昧　　　　　　（清水ミチコ）
◦小説８０５０　　　　　（林真理子）
◦にぎやかな落日　　　（朝倉かすみ）
◦認知症になった蛭子さん（蛭子能収）
◦星落ちて、なお　　　　（澤田瞳子）
◦われらの世紀　　　　　（真藤順丈）
・・・・・・実用書ほか・・・・・・
◦阿川佐和子のこの棋士に会いたい（阿川佐和子）
◦１分で話せ ２      　　 （伊藤羊一）
◦急に仕事を失っても、一年間は困ら
　ない貯蓄術        　　　（佐藤治彦）
◦空気が読めなくてもそれでいい。（細川貂々）
◦10年かかって地味ごはん。（和田明日香）
◦食べられる庭図鑑　　　（良原リエ）
・・・・・・・児童書・・・・・・・
◦あきらがあけてあげるから（ヨシタケシンスケ）
◦動物なぜなに質問箱　　（小菅正夫）
◦へんしんどうぶつえん（あきやま ただし）
　　　　　　　　　　ほか全 290 冊

問図書館℡ 52-3819

主な新刊書主な新刊書

オススメの 1 冊オススメの 1 冊

　病院嫌いな解剖学者・養老先生が生
死の境をさまよった大病や愛猫・まる
の死を通して、医療との関わりや限界
と可能性、人生と死への向き合い方な
ど自らの経験を通して考えたこと・感
じたことを、教え子でがん患者である
東大病院の医師・中川恵一と語り合う。

『養老先生、病院へ行く』
（養老孟司、中川恵一 /著）

新 刊 案 内

施設点検のため 7月 22㈷、8月 13日㈮～ 15日㈰を臨時休館日とします

ゆうにご来館の際やイベント参加にはマスク着用でお越しくださ
い。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、お知らせし
ているイベントの中止・内容変更・延期の可能性があります。あら
かじめご了承ください。

問ＮＰＯ法人ゆう事務局℡ 54-3111
チケット取扱い　ゆう、観光協会、石家商店、いわた書店、
オオヤマ、砂川パークホテル

■ゆうゆうひろば「ジャリン子七夕飾り」
　短冊にお願いごとを書いて柳の木に飾ってみよう！
❖と　き　8 月 3 日㈫、4 日㈬　15:00 ～ 16:00
❖ところ　2 階子どもゾーン
❖参加料　無料

■ゆうアートプロデュース・トライアル事業「月あかりの子守唄」
　子ども連れでゆったり楽しめる「0 歳からのクラシックコ
ンサート＆オペラ」を企画・公演している「accie（あっちぇ）
～ちいさなひとのためのオペラ～」が砂川に初登場です♪「月
あかり」をテーマにクラシックの名曲と子守唄、沖縄民謡も
織り交ぜ、ソプラノの歌声をピアノとバイオリンの生演奏が
彩ります。手遊び歌や絵本「はらぺこあおむし」の歌聞かせ
もあり、赤ちゃんにも楽しいコンサートです。どうぞ親子で
お楽しみください。
❖と　き　8 月 8 日㈷　11:00 ～（開場 10:30）　上演時間 50 分程度
❖ところ　大ホール
❖チケット　500 円 / 未就学児無料
※授乳・おむつ替えスペース、ベビーカー置き場あります。

■朗読劇「この子たちの夏　1945・ヒロシマ　ナガサキ」
　今年で終戦から 76 年となった日本。原子爆弾が落とされた

“あの日の記憶” 。息子を叱ったまま学校へ送り出した母の後
悔・死ぬ間際まで母を慕う子ども…。原 日出子さんほか、女
優５人が被爆した親子の手記・詩歌を読みます。1985 年の
初演以来、全国で 806 回の再演を行ってきました。テーマを

「母と子」に絞ったこの作品は、戦争を憎む感情よりも家族を
思いあう優しい気持ちが見え隠れします。「生きよう、生き抜
こう！」と最後まで明日を夢見る子どもたちの明るく前向き
な言葉に耳を傾けてみてください。
❖と　き　8 月 19 日㈭　18:30 ～（開場 18:00）
❖ところ　大ホール
❖チケット　全席指定　
　一般 3,000 円（当日 500 円増）/ 高校生以下 500 円

■�健康教室「ふまねっと運動」
❖と　き　7 月 28 日㈬　10:00 ～ 11:00
�■ゆう百歳体操
❖と　き　毎週月・木曜日　10:00 ～ 11:30
　【7月】（15、19、26、29 日）
　【8月】（2、5、9、12 日）


